
大大量量死死のの現現場場ででのの遺遺体体へへのの感感情情的的反反応応にに関関すするる  

初初期期対対応応者者（（フファァーースストトレレススポポンンダダーー：：最最前前線線のの救救援援者者））ににおおけけるる重重要要点点  

  

遺遺体体をを扱扱うう業業務務でではは、、哀哀れれみみ、、恐恐怖怖、、嫌嫌悪悪、、厭厭忌忌、、怒怒りりななどどのの  

強強いい感感情情がが沸沸きき起起ここるるここととががあありりまますす。。  

ここれれららのの反反応応はは正正常常ななももののでですす。。  

 

緊急事態や災害に対応する業務において

は、あらゆる年齢の人の遺体について、見た

り、においをかいだり、取り扱ったりするこ

とがあります。そのような遺体やその周り

で作業をすると、目の前の悲劇の不条理さ

に対して、哀れみ、恐怖、嫌悪、厭忌、怒り

などの激しい感情が沸き起こることがあり

ます。十分な援助ができなかったことへの

罪悪感を覚えるかもしれません。このよう

な反応は正常で、人間性の一部とも言えま

す。感情が麻痺してしまうこともあるでし

ょうし、そこにある苦しみや死の悲惨さが

少しでも軽く見えるよう振る舞うために、

「墓場のユーモア」（訳注：不謹慎な冗談）

を使うかもしれません。これらもまた、正常

な反応です。強い感情や反応は、犠牲者が子

どもであったり、自分の愛する人や自分自

身を思い起こさせたりするような場合、最

も痛みを伴うかもしれません。たとえあな

たが以前に災害現場で働いた経験があった

としても、過去と異なる反応を示すことも

あるでしょう。激しい感情は尊重されるべ

きものであり、あなたの人間性を証明する

ものでもあることを忘れないでください。 

 

ここでは、災害環境で遺体を扱ったこと

のある先達から学んだ教訓を紹介します。

これらのヒントは惨たらしい状況を楽にで

きるものではありませんが、仕事を続ける

ことや、自分の経験や記憶に悩まされずに

生き続けていくための助けになるでしょう。 

 

n 自分の仕事の大事な意味を忘れないよ
うにしましょう。遺体を回収して身元

を確認し丁重に埋葬をすることで、あ

なたは生き残った人に配慮しており、

希望を与え、彼らが病気にかかること

を防いでいるのです。上司は、あなたが

行うすべての遺体関連業務に注意を払

い、この重要な取り組みへの支援を要

請するべく地元当局と調整する必要が

あります。 

n 仕事に必要なものや他の人の経験につ
いて情報を得てください。自分が見た

り行ったりすることに対して、予め心

の準備をしておくことは難しいかもし

れません。 

n 作業中は、病気のリスクを減らすため
に保護手袋と防護衣を着用し、頻繁に

休憩を取り、衛生状態を保ち、十分な水

分と栄養のある食事を摂りましょう。

作業をしていないときは、（座って）休

息をとりましょう。休憩、手洗いや洗顔、

シャワーや着替えができるような設備

も使えるようにするべきです。 

n 作業中や休憩時間に他の人と話すこと
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は非常に重要です。自分の考えや感情

に没頭することを防ぐことができます。 

n 良い聞き役に徹することで、辛そうな
人を助けましょう。感情を表に出すこ

とが弱さであるとは誤解しないでくだ

さい。激しい感情は正常で尊重される

べきものであることに気付かせてくだ

さい。 

n ユーモアはストレスを発散する良い方
法です。「墓場のユーモア（不謹慎な冗

談、ブラックジョーク）」は、私的かつ

限られた空間では役に立つかもしれま

せんが、それでも不快に感じられる人

はいるでしょう。遺体に対して敬意を

欠かないようにしましょう。 

n 遺体に触れる機会はできるだけ少なく
しましょう。 

n スクリーン、ポンチョカーテン、パーテ
ーション、カバー、遺体袋、柵などを可

能な限り使用し、遺体が他の人、特に初

期対応者以外の人や一般人の目に触れ

ることを防いでください。 

n 臭いを隠すために使用した香水やアフ
ターシェーブローション（髭剃り後の

化粧水）は、後々に記憶を呼び起こすト

リガーとなる可能性があります。その

ため、不快な臭いをごまかす目的でこ

れらを使用するよりは、口で呼吸する

方が良いかもしれません。 

n 常に思いやりの心を持ちましょう。し
かし特定の犠牲者に関心を集中するこ

とは避けましょう。あなたが感情移入

してしまう場合は尚更です。 

n 遺体の近くにある遺品は、身元確認の
ために重要な可能性があります。また、

残された家族や最愛の人にとって大切

な思い出の品となることもあるので、

記念として持ち帰らないようにしまし

ょう。 

n 残された遺品に必要以上な関心を寄せ
ないようにしましょう。これは特に精

神的な苦痛を感じる事があります。 

n 遺体は、もう「人」ではなくただの遺体
にすぎない、と自分に言い聞かせてく

ださい。 

n 黙祷をすることは構いません。しかし、
供養・法事やより公的な式典は地元の

宗教者に執り行ってもらいましょう。 

n 地元の文化や宗教はあなたのものとは
だいぶ異なるかもしれませんが、尊重

しましょう。 

n 時間が許す限り、チームで集まってお
互いをサポートし励まし合いましょう。 

n この仕事に恐ろしい面があることを認
識しましょう。ただし、細かな記憶への

必要以上な深入りはやめましょう。仕

事の役割があなたにとって特に困難で

あったりストレスになったりする場合

は、上司にそのことを知らせるべきで

す。そういった場合、業務転換が効果的

かもしれません。 

n あなたが苦しみや悲劇的な死から精神
的に距離を置いたことについて、後で

罪悪感を抱かないようにしましょう。 

n 訓練を受けたカウンセラーによるデブ
リーフィングが役に立つと感じる人も

いますが、そうでない人もいます。デブ

リーフィングへの参加は任意にするべ

きです。グループでのデブリーフィン

グは、同じ経験をした人たちとの間で

行うべきでしょう。 

n 奇妙な夢や悪夢を見たり、緊張を感じ
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たり、なかなか頭から離れない記憶を

持つことは、ストレスの多い遺体を取

り扱う作業の間やその直後によくある

ことです。 

n 自分の感情的な反応を大切な人と共有
することは、しばしば役に立ちますが、

それが非常に困難な場合もあります。 

n 作業終了して帰宅後 2週間以上、不安・

抑うつ・睡眠の問題・イライラ感が続く

場合は、カウンセラーや医師の助けを

求めるべきです。
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